
(57)【要約】

【課題】保水性の高い舗装体を得ること、もしくは高い

保水性を有するとともに充分な強度及び耐久性を有する

舗装体を得ることであり、さらにこのような舗装体の形

成方法を提供する。

【解決手段】舗装体に備えられた表層２は、骨材の粒度

分布とアスファルト量とを調整することによって、骨材

間に空隙が形成されたアスファルト混合物であり、空隙

には少なくとも、水とセメントとバーミキュライトとを

混練した充填材が充填されている。バーミキュライトは

保水性及び吸湿性に優れているため、空隙に充填された

少量のバーミキュライトによって雨水や水蒸気等を吸収

し、表層に十分な水分を保持することができる。また、

充分な保水性を有する配合としても硬化時に高い強度が

発現する。さらに、バーミキュライトは、セメント及び

水と混練したときに分散性がよいため、充填材を骨材間

に容易に流し入れることができる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 骨 材 と ア ス フ ァ ル ト を 混 合 し た 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な り 、 ア ス フ ァ ル ト
量 及 び 混 合 す る 骨 材 の 粒 度 分 布 を 調 整 す る こ と に よ っ て 前 記 骨 材 間 に 空 隙 が 形 成 さ れ た 表
層 を 有 し 、
前 記 空 隙 に は 、 少 な く と も 水 と セ メ ン ト と バ ー ミ キ ュ ラ イ ト と を 混 合 し た 充 填 材 が 充 填 さ
れ 、 該 充 填 材 が 固 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 舗 装 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 充 填 材 は 、 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の そ れ ぞ れ の 重 量 比 が 、 水 ３ ９ ～ ５ ６
％ 、 セ メ ン ト ３ ４ ～ ５ ７ ％ 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ４ ～ １ １ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 舗 装 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 充 填 材 は 、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が ７ ～ ３ ０ ％ で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 舗 装 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 充 填 材 は 、 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の そ れ ぞ れ の 重 量 比 が 、 水 ４ ８ ～ ５ ３
％ 、 セ メ ン ト ３ ８ ～ ４ ６ ％ 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ６ ． ５ ～ ８ ． ７ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 舗 装 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 充 填 材 は 、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が １ ４ ～ ２ ２ ％ で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 舗 装 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 、 粒 径 を ５ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
請 求 項 ５ ま で の い ず れ か に 記 載 の 舗 装 体 。
【 請 求 項 ７ 】
ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な る 基 層 の 上 に 、 ア ス フ ァ ル ト 量 及 び 混 合 す る 骨 材 の 粒 度 分 布 を
調 整 す る こ と に よ っ て 前 記 骨 材 間 に 空 隙 が 形 成 さ れ た ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 表 層 を 形 成 し
、
前 記 表 層 の 上 か ら 、 少 な く と も 水 と セ メ ン ト と バ ー ミ キ ュ ラ イ ト と を 混 練 し た 充 填 材 を 散
布 し 、 前 記 骨 材 間 を 流 下 さ せ て 、 前 記 空 隙 内 に 充 填 し 、 硬 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 舗 装
体 の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 充 填 材 は 、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 を 決 定 し 、 該 重 量 比 の セ メ ン
ト と バ ー ミ キ ュ ラ イ ト と 水 と を 混 合 し た 時 に 、 前 記 骨 材 間 を 流 下 可 能 と な る よ う に 水 量 を
決 定 し 、 こ れ ら を 混 練 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 舗 装 体 の 形 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な り 、 保 水 力 の 高 い 表 層 を 有 す る 舗 装 体 、 及 び 保 水 力
の 高 い 表 層 を 備 え た 舗 装 体 を 形 成 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
都 市 部 に お け る 平 均 気 温 は 年 々 上 昇 し 続 け て お り 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 に と も な う 排 熱 の 増 加
に よ っ て ま す ま す 局 地 的 な 高 温 域 化 、 す な わ ち ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 化 が 進 ん で い る 。 ま た 、
ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 化 は 緑 の 減 少 、 す な わ ち ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 や コ ン ク リ ー ト で 舗 装 さ れ
た 路 面 の 増 加 に よ っ て も 引 き 起 こ す こ と が 指 摘 さ れ 、 舗 装 体 の 蓄 熱 お よ び 路 面 か ら の 輻 射
熱 が 周 囲 に 放 出 さ れ る こ と に よ る 気 温 の 上 昇 が 問 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の た め 、 路 面 の 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と に よ っ て ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 緩 和 を 図 ろ う と
す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
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特 許 文 献 １ に は 、 シ ル ト 質 、 粘 土 質 又 は こ れ ら の 混 合 物 を ５ ０ 重 量 ％ 以 上 含 む 土 質 材 料 を
粒 状 に 加 工 し 、 こ れ を 保 水 材 と し て 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な る 表 層 の 連 続 空 隙 内 に 充
填 す る 舗 装 体 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 舗 装 体 で は 、 充 填 材 に よ っ て 雨 水 を 効 率 良 く 蓄 え る
こ と が で き 、 周 囲 の 温 度 が 上 昇 す る と 蓄 え ら れ た 水 が 蒸 発 し 、 気 化 熱 と し て 路 面 の 熱 を 吸
収 す る 。 こ れ に よ り 、 路 面 温 度 の 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 ２ に は 、 高 い 空 隙 率 の ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 や コ ン ク リ ー ト で 表 層 を 形 成 し 、 シ ル
ト 系 粉 末 が ２ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ と な る よ う に シ ル ト 系 粉 末 、 セ メ ン ト 及 び 水 を 混 練 し た ス ラ
リ ー 状 の 充 填 材 を 、 上 記 表 層 の 空 隙 内 に 充 填 し た 舗 装 体 が 記 載 さ れ て い る 。 表 層 中 の 空 隙
に 充 填 材 が 充 填 さ れ て 固 化 す る と 、 固 化 し た 部 分 に 連 続 し た 微 細 空 隙 が 形 成 さ れ 、 こ の 微
細 空 隙 に 水 分 が 滞 留 し て 保 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ９ ６ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － ４ ６ ５ １ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 記 載 し た 舗 装 体 で は 次 の よ う な 問 題 点 が あ る
。
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 舗 装 体 で は 、 シ ル ト 質 又 は 粘 土 質 等 の 材 料 を 粒 状 に 加 工 し た
も の を 表 層 の 空 隙 に 充 填 し た だ け で 、 充 填 材 料 は 強 度 を 有 す る も の で は な い 。 こ の た め 、
通 行 す る 車 輌 の 荷 重 に よ っ て 舗 装 体 が 流 動 変 形 す る の を 抑 え る 効 果 は な い 。 ま た 、 粒 状 化
さ れ た 材 料 は 吸 水 す る も の の 蒸 発 が 早 く 、 気 化 熱 と し て 熱 を 吸 収 す る 効 果 が 長 時 間 持 続 し
な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 舗 装 体 で は 、 シ ル ト 系 粉 末 が セ メ ン ト 及 び 水 と 混 合 す る こ と に
よ り 硬 化 す る の で 十 分 な 強 度 を 有 す る が 、 吸 水 量 は せ い ぜ い ４ ０ ％ 程 度 で あ り 、 充 分 で は
な い 。 ４ ０ ％ 以 上 の 吸 水 率 を 得 る た め に 、 吸 水 材 で あ る シ ル ト 質 材 料 の 含 有 率 を 大 き く す
る と 強 度 の 低 下 が 著 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 願 に 係 る 発 明 は 、 上 記 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 保 水 力
の 高 い 舗 装 体 を 得 る こ と 、 も し く は 高 い 保 水 力 を 有 す る と と も に 充 分 な 強 度 及 び 耐 久 性 を
有 す る 舗 装 体 を 得 る こ と で あ り 、 さ ら に こ の よ う な 舗 装 体 の 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 　 少 な く と も 骨 材 と ア ス フ ァ ル ト を
混 合 し た 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な り 、 ア ス フ ァ ル ト 量 及 び 混 合 す る 骨 材 の 粒 度 分 布 を
調 整 す る こ と に よ っ て 前 記 骨 材 間 に 空 隙 が 形 成 さ れ た 表 層 を 有 し 、 　 前 記 空 隙 に は 、 少 な
く と も 水 と セ メ ン ト と バ ー ミ キ ュ ラ イ ト と を 混 合 し た 充 填 材 が 充 填 さ れ 、 該 充 填 材 が 固 化
し て い る 舗 装 体 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ を 主 成 分 と す る 雲 母 状 の 粘 土 鉱 物 で
あ る 。 上 記 舗 装 体 で 用 い る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト と し て は 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 原 石 を 急 熱 し 、
垂 直 方 向 に 著 し く 伸 ば し た 後 、 破 砕 ・ 分 級 し た も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
ま た 、 上 記 充 填 材 に は 、 必 要 に 応 じ て 増 粘 剤 、 気 泡 剤 、 Ａ Ｅ 剤 、 Ａ Ｅ 減 水 剤 、 高 性 能 Ａ Ｅ
剤 、 流 動 化 剤 等 の 混 和 剤 を 加 え る こ と が で き る 。 ま た 、 細 粒 度 の 珪 砂 を 混 合 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 、 他 の 粘 土 鉱 物 や 粘 土 よ り 粒 径 の 大 き い シ ル ト に 比 べ て 保 水 力 及 び 湿
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潤 性 が 高 い 。 こ の た め 、 表 層 の 空 隙 に 充 填 さ れ た 少 量 の バ ー ミ キ ュ ラ イ ト に よ っ て 雨 水 等
の 水 分 を 速 や か に 吸 収 し 、 表 層 中 に 充 分 な 水 分 を 保 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 バ ー ミ キ
ュ ラ イ ト は 水 及 び セ メ ン ト と 混 合 し て 充 填 材 と し た 時 、 少 量 の 混 入 で も 大 き な 吸 水 率 を 有
す る の で 、 硬 化 時 に 高 い 保 水 力 を 発 現 す る 配 合 と し て も 、 十 分 な 充 填 材 の 強 度 を 確 保 で き
る 。
さ ら に 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 、 セ メ ン ト 及 び 水 と 混 練 し た と き の 分 散 性 に 優 れ 、 均 一 に 混
合 さ れ る と と も に 、 充 填 時 に 材 料 分 離 が 極 め て 生 じ に く く 、 表 層 の 空 隙 内 に 均 一 に 充 填 す
る こ と が 可 能 で あ る 。
ま た 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 含 む 上 記 硬 化 体 は 、 下 記 の 夜 間 な ど の よ う に 、 気 温 が 低 下 し て
相 対 湿 度 が 上 昇 し た と き に 大 気 中 の 水 蒸 気 を 効 率 良 く 吸 収 す る 性 質 が 見 出 さ れ た 。 こ の 性
質 に よ り 、 夜 間 に 吸 収 し た 水 蒸 気 が 翌 日 の 高 温 時 に 蒸 発 し 、 舗 装 体 表 面 の 温 度 の 上 昇 が 更
に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 舗 装 体 に お い て 、 　 前 記 充 填 材 は 、 水 、 セ メ ン
ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の そ れ ぞ れ の 重 量 比 が 、 水 ３ ９ ～ ５ ６ ％ 、 セ メ ン ト ３ ４ ～ ５ ７ ％
、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ４ ～ １ １ ％ で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 重 量 比 と す る こ と に よ っ て 充 填 材 は 、 表 層 の 空 隙 内 で 硬 化 し 、 雨 水 等 に よ っ て 流 出 す
る の が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 硬 化 し た 充 填 材 は 有 効 に 吸 水 性 を 有 す る も の と な る 。 つ ま り 、
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト が ４ ％ よ り 少 な い と 、 吸 水 量 は 一 般 的 な セ メ ン ト ペ ー ス ト の 硬 化 し た も
の と 変 わ ら な く な り 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト が １ １ ％ よ り 多 く な る と 充 填 材 が 固 化 し た 状 態 を
維 持 で き な い こ と が 生 じ る 。 ま た 、 セ メ ン ト 量 と 水 量 と を 上 記 範 囲 と す る こ と に よ っ て 、
良 好 な 流 動 性 と 有 効 な 硬 化 性 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 舗 装 体 に お い て 、 　 前 記 充 填 材 は
、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が ７ ～ ３ ０ ％ で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 重 量 比 と す る こ と に よ っ て 、 充 填 材 が 充 分 な 流 動 性 を 有 す る 程 度 の 水 量 で 混 合 し て も
、 充 填 時 に 材 料 が 分 離 す る こ と が な く 、 充 填 後 は 空 隙 内 で 硬 化 す る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 舗 装 体 に お い て 、 　 前 記 充 填 材 は 、 水 、 セ メ ン
ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の そ れ ぞ れ の 重 量 比 が 、 水 ４ ８ ～ ５ ３ ％ 、 セ メ ン ト ３ ８ ～ ４ ６ ％
、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ６ ． ５ ～ ８ ． ７ ％ で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 重 量 比 と す る こ と に よ っ て 、 上 記 充 填 材 の 混 合 物 の 最 大 吸 水 率 を ４ ０ ％ 以 上 と し 、 圧
縮 強 度 は １ ． ５ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 表 層 の ア ス フ ァ ル ト 混
合 物 の 空 隙 内 に 充 填 し 硬 化 さ せ た と き 、 表 層 が 大 き な 保 水 力 を 有 す る と と も に 、 流 動 変 形
に 対 し て 大 き な 耐 性 を 有 す る も の と な る 。 そ し て 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 量 を 上 記 範 囲 よ り
低 減 す る と 、 吸 水 量 が 急 激 に 低 下 し 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 量 を 上 記 範 囲 よ り 増 加 す る と 強
度 が 急 激 に 低 下 す る 。
な お 、 最 大 吸 水 率 と は 、 温 度 ２ ０ ℃ 、 相 対 湿 度 ９ ５ ％ 以 上 の 恒 温 槽 で 材 令 ３ 日 養 生 後 、 ４
０ ℃ の 乾 燥 炉 内 に お い て ２ ４ 時 間 乾 燥 さ せ た φ １ ０ ｃ ｍ × ２ ０ ｃ ｍ の 供 試 体 を 用 い 、 ２ ４
時 間 以 上 吸 水 さ せ た 供 試 体 を 表 乾 状 態 と し て 、 表 乾 質 量 を 測 定 し 、 ４ ０ ℃ の 乾 燥 炉 内 に て
２ ４ 時 間 以 上 乾 燥 さ せ 絶 乾 状 態 と し て 、 乾 燥 質 量 を 測 定 し 、 以 下 の 式 で 求 め る 。
最 大 吸 水 率 （ ％ ） ＝ （ （ 表 乾 質 量 － 絶 乾 質 量 ） ／ 絶 乾 質 量 ） × １ ０ ０
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 舗 装 体 に お い て 、 　 前 記 充 填 材 は
、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が １ ４ ～ ２ ２ ％ で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 重 量 比 と す る こ と に よ っ て 、 充 填 材 の 最 大 吸 水 率 を ４ ０ ％ 以 上 と す る と と も に 、 圧 縮
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強 度 は １ ． ５ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 重 量 比 を 上 記 範 囲 よ り 低 減
す る と 、 吸 水 量 が 急 激 に 低 下 し 、 上 記 範 囲 よ り 大 き く す る と 強 度 が 急 激 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か に 記 載 の 舗 装 体 に お い て 、
　 前 記 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 、 粒 径 を ５ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 粒 径 を 上 記 範 囲 と す る こ と に よ っ て 、 充 填 材 は 良 好 な 流 動 性 を 有 す る
と と も に 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト が 分 離 す る こ と な く 、 空 隙 中 に 均 一 に 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 　 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な る 基 層 の 上 に 、 ア ス フ ァ ル ト 量 及 び
混 合 す る 骨 材 の 粒 度 分 布 を 調 整 す る こ と に よ っ て 前 記 骨 材 間 に 空 隙 が 形 成 さ れ た ア ス フ ァ
ル ト 混 合 物 の 表 層 を 形 成 し 、 　 前 記 表 層 の 上 か ら 、 少 な く と も 水 と セ メ ン ト と バ ー ミ キ ュ
ラ イ ト と を 混 練 し た 充 填 材 を 散 布 し 、 前 記 骨 材 間 を 流 下 さ せ て 、 前 記 空 隙 内 に 充 填 し 、 硬
化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 舗 装 体 の 形 成 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 方 法 で は 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 含 む 充 填 材 を 簡 単 な 方 法 で 、 表 層 内 の 空 隙 に 充 填 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 保 水 力 及 び 湿 潤 性 に 優 れ て い る た め 、 充 填 材
に 混 合 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 少 量 と す る こ と が で き 、 水 の 重 量 比 を 高 く し 流 動 性 を 大 き
く し て 充 填 し て も 、 硬 化 後 の 充 填 材 は 充 分 な 強 度 を 有 す る も の が 得 ら れ る 。
ま た 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 水 及 び セ メ ン ト と 混 合 し た と き に 分 散 性 が 良 好 で あ る と と も に
、 流 動 性 を 大 き く し て も 材 料 分 離 が 生 じ 難 い 。 こ れ に よ り 、 表 層 の 空 隙 内 に 充 填 材 を 満 遍
な く 充 填 す る こ と で き 、 保 水 力 と 耐 久 性 に 優 れ た 舗 装 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 　 請 求 項 ７ に 記 載 の 舗 装 体 の 形 成 方 法 に お い て 、 　 前 記 充 填 材 は
、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 を 決 定 し 、 該 重 量 比 の セ メ ン ト と バ ー ミ キ
ュ ラ イ ト と 水 と を 混 合 し た 時 に 、 前 記 骨 材 間 を 流 下 可 能 と な る よ う に 水 量 を 決 定 し 、 こ れ
ら を 混 練 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 を 適 切 に 定 め て お き 、 表 層 の 空 隙 内 に 流 下 す
る 程 度 の 流 動 性 を 有 す る よ う に 水 量 を 決 定 す る こ と に よ っ て 、 硬 化 後 に 充 分 な 強 度 が 発 現
す る と と も に 、 充 填 時 に 材 料 の 分 離 を ほ と ん ど 生 じ る こ と な く 、 表 層 の 空 隙 中 に 良 好 に 充
填 す る こ と が で き る 。 ま た 、 セ メ ン ト 量 に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 量 が 比 較 的 少 量 で あ る
が 、 硬 化 後 の 充 填 材 は 十 分 な 保 水 性 を 有 す る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 に 係 る 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 舗 装 体 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
こ の 舗 装 体 は 、 一 般 に 車 道 の 基 層 と し て 用 い ら れ る 密 粒 度 の ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な る
基 層 １ と 、 保 水 力 を 有 す る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら な る 表 層 ２ と が 、 路 盤 ３ の 上 に 順 次 敷
き 均 さ れ 、 締 め 固 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 表 層 ２ を 形 成 す る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 は 、 ア ス フ ァ ル ト 量 及 び 混 合 す る 各 骨 材 の 配 合
を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 空 隙 率 が 約 １ ５ ～ ３ ０ ％ と な る よ う に し た も の で あ る 。 こ の 表
層 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に ア ス フ ァ ル ト ２ ａ が 骨 材 ２ ｂ に 付 着 し 、 骨 材 を 包 み 込 む よ う に
層 を 形 成 し て お り 、 こ の ア ス フ ァ ル ト ２ ａ に よ っ て 骨 材 間 を 接 合 し て い る 。 そ し て 、 骨 材
間 に は ア ス フ ァ ル ト が 充 填 さ れ な い 空 隙 が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の ア ス フ ァ ル ト 混 合
物 は 、 耐 流 動 性 と 剥 離 抵 抗 性 と に 優 れ た も の が 望 ま し く 、 混 合 す る ア ス フ ァ ル ト と し て 高
粘 度 改 質 ア ス フ ァ ル ト 等 を 用 い る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 表 層 ２ の 骨 材 間 に 形 成 さ れ た 空 隙 に は 、 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト か ら な る
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充 填 材 ２ ｃ が 充 填 さ れ て い る 。 ま た 、 充 填 材 ２ ｃ に は 、 必 要 に 応 じ て 、 珪 砂 又 は 増 粘 剤 、
気 泡 剤 、 Ａ Ｅ 剤 、 Ａ Ｅ 減 水 剤 、 高 性 能 Ａ Ｅ 剤 、 流 動 化 剤 等 の 混 和 剤 を 加 え る も の と す る 。
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 優 れ た 保 水 力 を 有 す る 粘 土 鉱 物 の 一 種 で あ り 、 保 水 材 と し て 用 い ら れ
て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 は 、 水 ４ ３ ． ５ ％
、 セ メ ン ト ４ ９ ． ３ ％ 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ７ ． ２ ％ と な っ て い る 。 ま た 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ
ト は 粒 度 分 布 が 、 ５ ０ ０ μ ｍ が ７ ． ８ ％ 、 ２ ５ ０ μ ｍ が １ ８ ． ２ ％ 、 １ ５ ０ μ ｍ が １ ２ ．
２ ％ 、 ７ ５ μ ｍ が １ ６ ． ０ ％ 、 ４ ５ μ ｍ が ２ ５ ． ２ ％ で あ る も の を 用 い た 。 な お 、 百 分 率
は 、 そ れ ぞ れ の ふ る い 目 を 有 す る ふ る い 上 に 留 ま る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 質 量 百 分 率 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 粒 度 分 布 の バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 用 い て 、 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比
を 、 水 ４ ８ ～ ５ ３ ％ 、 セ メ ン ト ３ ８ ～ ４ ６ ％ 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ６ ． ５ ～ ８ ． ７ ％ と し 、
か つ 、 セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 を １ ４ ～ ２ ２ ％ と す る こ と に よ っ て 、
充 填 材 が 硬 化 し た 後 、 高 い 保 水 力 と と も に 十 分 な 強 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 舗 装 体 は 、 先 ず 、 路 盤 ３ 上 に 基 層 １ 用 の 加 熱 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 敷 設 し 、 転 圧 す る
。 そ の 後 、 基 層 １ 上 に 、 空 隙 率 が 約 １ ５ ～ ３ ０ ％ と な る よ う に 、 ア ス フ ァ ル ト 量 及 び 混 合
す る 各 骨 材 の 配 合 を 調 整 し た 表 層 ２ 用 の ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 敷 設 し 、 転 圧 す る 。 そ し て
、 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 更 に 必 要 に 応 じ て 混 和 剤 を 混 練 し て ス ラ リ ー 状 の
充 填 材 と し 、 こ の 充 填 材 を 表 層 ２ の 上 方 か ら 注 入 す る 。 充 填 材 は 表 層 ２ の 骨 材 ２ ｂ 間 を 流
下 し 、 骨 材 間 の 空 隙 に 充 填 さ れ 、 硬 化 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 充 填 材 の 配 合 は 、 ま ず セ メ ン ト に 対 す る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 を 上 記 範 囲 内 で 決
定 す る 。 そ し て 、 水 を 徐 々 に 加 え な が ら 混 練 し 、 表 層 ２ の 空 隙 内 に 流 下 す る の に 充 分 な 流
動 性 を 有 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 充 填 材 に お け る 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の そ れ ぞ れ の 重 量 比 を 変 え て 供
試 体 を 作 製 し 、 そ れ ぞ れ の 供 試 体 の 最 大 吸 水 率 、 圧 縮 強 度 及 び 曲 げ 強 度 （ 「 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ 　
５ ２ ０ １ 」 準 用 、 ７ 日 養 生 ） を 測 定 し た 結 果 を 表 １ 及 び 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
表 １ 及 び 図 ３ よ り 、 充 填 材 に お け る バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が ６ ． ６ ％ ～ ８ ． ７ ％ の と
き 、 充 填 材 の 最 大 吸 水 率 は ４ ２ ％ ～ １ １ ５ ％ と な り 、 こ の と き 充 填 材 は 十 分 な 圧 縮 強 度 及
び 曲 げ 強 度 を 有 し て い る こ と が わ か る 。 そ し て 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が 、 上 記 範 囲
よ り 多 く な る と 、 充 填 材 が 硬 化 し た 時 の 強 度 が 急 激 に 低 下 し 、 １ １ ％ を 超 え る と 脆 い 状 態
と な る 。 こ の よ う な 充 填 材 で は 、 雨 水 等 に よ っ て 流 出 す る お そ れ が 生 じ る 。 一 方 、 バ ー ミ
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キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が ４ ％ よ り 低 下 す る と 最 大 吸 水 量 が ま す ま す 低 下 し 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ
ト を 混 入 す る こ と に よ る 硬 化 が 得 ら れ な く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 東 京 都 作 成 の 資 料 で あ る 「 保 水 力 舗 装 　 試 験 施 工 設 計 ・ 施 工 マ ニ ュ ア ル （ 案 ） 」 （
平 成 １ ４ 年 ３ 月 ） で は 、 表 層 と な る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 に 充 填 す る 充 填 材 の 最 大 吸 水 率 を
４ ０ ％ 以 上 、 圧 縮 強 度 を ０ ． ５ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 と 規 定 し て お り 、 車 道 を 適 用 先 と し た 保 水
性 舗 装 に お け る 充 填 材 と し て 吸 水 率 及 び 強 度 は 上 記 程 度 の 値 が 妥 当 で あ る と 考 え ら れ る 。
本 実 施 形 態 で は 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が ７ ． ２ ％ で あ り 、 充 填 材 の 最 大 吸 水 率 及 び
圧 縮 強 度 は 、 上 記 規 定 さ れ た 値 を 十 分 満 た し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト に 代 え て 、 保 水 材 と し て ベ ン ト ナ イ ト 、 ゼ オ ラ イ ト 、 又 は パ ー ラ
イ ト を 用 い 、 上 記 方 法 と 同 様 に 充 填 材 の 最 大 吸 水 率 、 圧 縮 強 度 及 び 曲 げ 強 度 を 測 定 し た 。
こ の 結 果 を 表 ２ 及 び 図 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ ら の 測 定 結 果 よ り 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は ベ ン ト ナ イ ト な ど 他 の 保 水 材 に 比 べ る と 保 水
材 配 合 が 低 く て も 、 当 該 充 填 材 は 硬 化 後 に 十 分 な 最 大 吸 水 率 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 が ８ ． ７ ％ 以 下 で は 、 充 填 材 の 強 度 が 著 し く 低 下 す る お そ れ も
な い 。 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 以 外 の 保 水 材 で は 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト ほ ど の 最 大 吸 水 率 は 得 ら れ
ず 、 大 き な 吸 水 率 を 得 る た め に 保 水 材 の 重 量 比 を 大 き く す る と 強 度 低 下 の 原 因 と な っ て し
ま う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 他 の 保 水 材 に 比 べ 、 水 と セ メ ン ト と の 混 合 物 す な わ ち セ メ ン ト
ミ ル ク と 混 合 し た と き の 分 散 性 に 優 れ 、 材 料 分 離 も 少 な い 。 こ の た め 、 充 填 材 を ア ス フ ァ
ル ト 混 合 物 の 空 隙 へ 充 填 す る と き 、 時 間 が 経 過 し て も バ ー ミ キ ュ ラ イ ト が 分 離 し に く く 、
空 隙 内 に バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を ほ ぼ 均 一 に 分 散 さ せ て 充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
さ ら に 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 含 む 充 填 材 は 硬 化 し た 後 も 大 気 中 か ら の 吸 湿 性 を 有 し て お り
、 こ の 吸 湿 性 を 確 認 す る た め に 以 下 の 実 験 を 行 な っ た 。
水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト か ら な る 充 填 材 を 、 表 層 と な る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の
空 隙 中 に 充 填 し 、 ２ ０ ℃ 、 相 対 湿 度 （ 以 下 、 Ｒ Ｈ と 表 示 す る ） ６ ５ ％ の 条 件 で １ 週 間 養 生
し た 。 そ の 後 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 を 水 侵 さ せ 、 十 分 に 吸 水 さ せ た 後 、 水 中 か ら 引 き 上 げ
、 ４ ０ ℃ 、 Ｒ Ｈ ４ ０ ％ で ９ 日 間 養 生 し 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 内 の 水 を ほ と ん ど 蒸 発 さ せ た
。 そ の 後 、 ２ ５ ℃ 、 Ｒ Ｈ ９ ０ ％ の 条 件 で の ２ ４ 時 間 養 生 と 、 ４ ０ ℃ 、 Ｒ Ｈ ４ ０ ％ の 条 件 で
の ２ ４ 時 間 養 生 と を 交 互 に 行 っ た 。 図 ５ は 、 養 生 日 数 と 累 積 蒸 発 量 と の 関 係 を 示 し た も の
で あ る 。
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な お 、 累 積 蒸 発 量 は 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 か ら 蒸 発 し た 水 量 を 示 す 。 ま た 、 試 験 条 件 は 、
都 心 部 に お け る 夏 の 深 夜 が ほ ぼ ２ ５ ℃ 、 Ｒ Ｈ ９ ０ ％ に な る 実 測 デ ー タ か ら 決 定 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ５ よ り 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 は ２ ５ ℃ 、 Ｒ Ｈ ９ ０ ％ 、 ２ ４ 時 間 で ０ ． １ リ ッ ト ル ／ ｍ ２

吸 湿 す る こ と が わ か る 。 こ の よ う に 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 保 水 材 と し て 使 用 す る こ と に よ
っ て 、 充 填 材 中 の 水 分 が ほ と ん ど 蒸 発 し た 場 合 に も 、 夜 間 に 大 気 中 の 水 蒸 気 を 吸 収 し 、 日
中 に 放 湿 さ れ る 。 し た が っ て 晴 天 が 続 い た 場 合 に も 路 面 温 度 を 低 下 さ せ る 効 果 を 維 持 す る
こ と が で き る 。 こ の よ う な 吸 湿 性 は バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 保 水 材 に 用 い た 充 填 材 の み に 見 ら
れ る 特 有 の 性 質 で あ り 、 ベ ン ト ナ イ ト や ゼ オ ラ イ ト 等 を 保 水 材 と し て 用 い た 充 填 材 に は 見
ら れ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う に 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 保 水 力 、 吸 湿 性 又 は 充 填 材 中 で の 分 散 性 に 非 常 に 優 れ た
鉱 物 で あ り 、 さ ら に 水 ・ セ メ ン ト と と も に 混 練 し 、 硬 化 さ せ た と き に 充 填 材 と し て 十 分 な
強 度 を 有 す る 。 こ の た め 、 少 量 の バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 保 水 材 と し て 用 い 、 ア ス フ ァ ル ト 混
合 物 の 空 隙 に 充 填 す る こ と に よ っ て 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト が 雨 水 等 や 大 気 中 の 水 蒸 気 を 効 率
良 く 吸 収 し 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 中 に 水 分 を 蓄 え る こ と が で き る 。 そ し て 、 周 囲 の 温 度 が
上 昇 す る と 表 層 中 の 水 分 が 蒸 発 し 、 こ の 際 気 化 熱 と し て 舗 装 体 表 面 の 熱 を 吸 収 す る 。 こ れ
に よ り 、 舗 装 体 の 温 度 が 上 昇 す る の を 抑 制 し 、 舗 装 体 か ら の 輻 射 熱 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 願 発 明 に 係 る 舗 装 体 で は 、 表 層 と な る ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 骨 材
間 に 空 隙 が 形 成 さ れ て お り 、 空 隙 内 に 水 、 セ メ ン ト 及 び バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 混 合 し た 充 填
材 が 充 填 さ れ て い る 。 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 保 水 力 に 優 れ て い る た め 、 空 隙 に 充 填 さ れ た 少
量 の バ ー ミ キ ュ ラ イ ト に よ っ て 雨 水 等 の 水 分 を 吸 収 し 、 表 層 に 十 分 な 水 分 を 保 持 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 充 分 な 保 水 力 を 有 す る 配 合 と し て も 硬 化 時 に 高 い 強 度 が 発 現 す る 。 さ ら
に 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト は 、 セ メ ン ト 及 び 水 と 混 練 し た と き に 分 散 性 が よ く 、 均 一 に 混 合 さ
れ る と と も に 、 充 填 時 に 材 料 の 分 離 が 極 め て 生 じ に く く 、 表 層 の 空 隙 内 に 均 一 に 充 填 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
ま た 、 本 願 発 明 に 係 る 舗 装 体 の 形 成 方 法 で は 、 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 空 隙 に 充 填 材 を 簡 単
か つ 確 実 に 充 填 し 、 保 水 力 に 優 れ た 舗 装 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 舗 装 体 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 舗 装 体 が 備 え る 表 層 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 充 填 材 中 の バ ー ミ キ ュ ラ イ ト の 重 量 比 と 、 充 填 材 の 最 大 吸 水 率 、 圧 縮 強 度 及 び 曲
げ 強 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 他 の 保 水 材 を 用 い た 場 合 に お け る 、 充 填 材 中 の 保 水 材 の 重 量 比 と 、 充 填 材 の 最 大
吸 水 率 、 圧 縮 強 度 及 び 曲 げ 強 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト を 含 む 充 填 材 が 充 填 さ れ た ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 の 養 生 日 数 と 累
積 蒸 発 量 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 基 層
２ 　 表 層
２ ａ 　 ア ス フ ァ ル ト
２ ｂ 　 骨 材
２ ｃ 　 充 填 材
３ 　 路 盤
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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